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共通 

Modelio 2022の新機能 

「FCアカウント」サービス起動に対応しました。 
※製品のアップデート、保守サービス等で利用さ
れてる「FCコンシェルジュ」の 2023年 3月
31日のサービス終了にともない、リニューアル
した「FCアカウント」にアップグレードいただ
きますようお願いします。 

 

FCアカウント対応 

→https://hd.fukuicompu.co.jp/fc-account/info.html 

64ビット対応 

64bit対応により、メモリ不足の問題を解決しました。 
3Dカタログ等の 3Dコンテンツを多用した場合でも高品質レンダ
リングや V-Style、VRへのスムーズな連携が可能になります。 
セットアップ時、OSの bitに相当する方のみのショートカットを
デスクトップに作成します。 

Windows11 ボタン表記 

Windows11での表示（ラジオボタン、チェック
ボックス）を分かり易い表現に改善しました。 

西暦表記 

使用権販売のため、今回よりバージョン表記
から年号表記に変更しました。 
起動画面、Modelioについて（旧バージョン
情報画面）、一部のメッセージ等の表記を変
更しました。 

64bit用デスクトップアイコン

は bit表記無しです。 

タイトルバー表記 
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プランを開く画面に、Modelio、ArchiMaster、 
3Dカタログのマスタを ATDriveにアップロード・
ダウンロード機能を設けました。 
弊社クラウドサービスを介したマスタ配布のため、
在宅者や社外協力者への提供が容易になります。 

 

マスタのアップロード・ダウンロード 【2022/09/14以降】 

Modelioタブ（ATDriveタブでは     ） 

【配布イメージ】 

当社製品の環境設定を弊社クラウドサービスの ATDrive
に保存できるようにしました。 
パソコンの入替時、マスタや環境設定を ATDriveに保管
ができ、再設定も容易にします。 
また、社内の環境統一などにも利用できます。 

まるごと環境移行ツール 【2022/09/14以降】 

Modelioタブ（ATDriveタブでは     ） 
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プランデータ 

立面画像に表示する情報を追加し、不要な線
分を削除して、よりきれいな立面画像を作成
できるように対応しました。 

立面画像の表現拡張 

不要な立体が作成される症状を改善しました。 

内部開口の改善 
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  パノラマを ATDriveにアップロードして、誰でも閲覧可能
な URLをメールする機能を追加しました。 
閲覧権限も不要なため、手軽にお施主様や、協力会社に共
有することができます。 
スマホ用の VRゴーグルを用いて VRを体験できます。 

レンダリング：パノラマ URLの発行 【2022/09/14以降】 

3Dモデルを ATDriveにアップロードして、誰でも閲覧
可能な URLをメールする機能を追加しました。 
閲覧権限も不要なため、手軽にお施主様や、協力会社に
共有することができます。 
 

3Dモデル URL発行 【2022/09/14以降】 

パノラマを
選択・実行 

レンダリング後
に有効化 


